
















































は 20 ～ 25 名程度）。参加者は日本帰りの若者だ
けではなく、留学中の日本人の学生もいる。この組
織は日系ペルー人コミュニティーのための様々な教
室（日本語、手細工、野球、サッカー、バレーボール、
武道）を開催している。日本語教室を見学したが、
日本から帰国した子供は少なかった。
まず、「しゃべらんかい」に参加している人から
対象者としての条件を満たす若者を選んだ。次に、
聞き取りした若者から他の若者を紹介してもらっ
た。さらに、日系学校（ラ・ビクトリア、ラ・ウニオ
ン、ヒデヨノグチ）を通じて卒業生と連絡を取るこ
とも出来て、聞き取り調査を行った。
データを整理している段階であるが、一つだけ述
べておきたいことがある。それは、対象者の中には、
自分の両親と同じように日本へデカセギとして来日
する予定である者は一人もおらず、殆ど皆、日本語
能力をペルーでの勉強や仕事に生かしたいと述べ
ていたことである。
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